
2021年にリリースされたClinical Oral Investigationに
よれば、⻭科⽤インプラントから溶出したチタン粒⼦には細胞
障害性があり、それがインプラント周囲炎の原因となっており、
また、⾎流を解して全⾝に暴露することを明らかにしています。

2020年1⽉からフランスが開始した⾷品への酸化チタン添加
禁⽌が、2022年の夏からEU全体で導⼊されることになりま
した。今後、医療における酸化チタンの規制が検討されること
も決定しています。チタンインプラントの有害性も⼤きな焦点

の⼀つとなります。


